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聞

活
動
を
パ
ネ
ル
で
報
告

厚
木
で
フ
ォ
ー
ラ
ム

霊
園
開
発
に
よ
る
環
境
破
堤
を
説

明
す
る
丹
沢
ブ
ナ
党
代
表
の
梅
谷

さ
ん
（
右
）
＝
厚
木
市
の
ア
ミ
ュ

ー
あ
つ
き
で

県
内
の
自
然
保
護
・
露
侯

全
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
パ
ネ
ル

展
示
し
た
策
略
回
さ
が
み
自
然

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
N
P
O
「
県
自

然
保
護
協
会
」
な
ど
主
催
）
で
、

展
宗
資
料
や
活
動
状
況
を
説
明

す
る
「
ポ
ス
タ
ー
・
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
が
1
4
日
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
会

場
の
厚
木
市
の
ア
ミ
ュ
ー
あ
つ

き
で
あ
っ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
讃
浜
市
、

藤
沢
市
、
厚
木
市
、
愛
川
町
な

ど
の
各
地
域
や
県
全
域
で
活
動

す
る
N
P
O
な
ど
1
4
団
体
が
出

展
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
各
団
体

メ
ン
バ
ー
や
県
自
然
保
護
協
会

の
青
砥
碗
次
事
務
局
長
が
資
料

や
写
真
な
ど
を
示
し
な
が
ら
、

鐘
望
勤
の
成
果
や
直
面
し
て

い
る
問
題
な
ど
を
報
告
し
た
。

横
浜
市
の
N
P
O
「
ホ
タ
ル

の
ふ
る
さ
と
瀬
上
沢
基
金
」
と

秦
野
市
の
市
民
グ
ル
ー
プ
「
渋

沢
丘
陵
を
考
え
る
会
」
は
行
政

や
開
嫁
竃
要
害
の
対
応
に
強
く

反
対
し
た
。

同
基
金
は
、
残
す
べ
き
自
然

と
し
て
県
自
然
保
護
協
会
が
生

物
多
様
性
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に

選
定
し
た
上
郷
・
瀬
上
沢
緑
地

（
栄
区
）
の
保
全
を
訴
え
て
活

動
。
同
市
内
で
最
も
自
然
環
境

が
良
好
と
さ
れ
、
三
浦
半
島
か

ら
続
く
丘
陵
の
豊
山
、
谷
戸
に
、

東
急
建
設
が
大
旗
槙
な
宅
地
開

発
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
計
画
中
止
と
緑
踵
の
全

面
保
全
を
求
め
て
い
る
。

考
え
る
会
は
、
秦
野
市
渋
沢

の
八
国
見
山
南
両
区
域
で
の
大

親
模
な
霊
園
開
発
に
伴
い
、
周

辺
の
樹
木
が
ほ
と
ん
ど
僻
探
さ

れ
て
尾
根
や
谷
の
地
肌
が
む
き

出
し
に
な
っ
た
写
真
な
ど
を
展

示
。
メ
ン
バ
ー
で
「
丹
沢
ブ
ナ

党
」
代
表
の
梶
谷
敏
夫
さ
ん
が
、

土
地
利
用
や
墓
地
経
営
の
許
可

を
含
め
た
開
発
過
程
を
巡
り
、

県
や
棄
野
市
の
対
応
に
多
く
の

問
題
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
壁
目

し
た
。
　
　
【
高
橋
和
夫
】


